
・Story ～支援現場から～
　#1 イラク・シリア人道危機対応「生きる力となる支援」
　#2 熊本地震被災者支援「復興の歩みと知見を先人に学ぶ」
・JPF 活動中の支援プログラム
・プラットフォームでともに支援する人々

プラットフォームから、被災者のために迅速な支援を
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特定非営利活動法人（認定NPO法人） ジャパン・プラットフォーム

Japan Platform @japanplatform @jpf_kokunai（国内事業部）JPF 検索

JPFの機能

JPF賛助企業・団体一覧

JPFへの様々なサポート 賛助企業・団体の他にも様々な企業・団体の皆様に、本業を活かしたサポートにより
JPFの運営を支えていただいております。

「賛助会員」などにより、JPFの運営を平時からご支援いただいている企業を掲載しています。

ミャンマー避難民人道支援（2017年10月～） ©Turjoy Chowdhury/Disasters Emergency Committee

紛争や自然災害は巨大化・頻発し、影響を受ける人が増える中、

現地のニーズにもとづく支援を届けるため、ジャパン・プラットフォームは活動を続けています。

五十音順  敬称略

このほかにもご支援を頂いている多くの個人の方々、また特定の事業でご支援いただいている企業・団体の方々には、皆様のお名前を掲載することができず
申し訳ありませんが、ここに心より御礼申し上げます。今後ともご支援のほど、宜しくお願い致します。

ジャパン・プラットフォーム（JPF）はJPFの主旨に賛同し、活動を継続的にバックアップしてくださる個人の方や企業、団体を募集しています。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
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市民社会とともに、日本発の人道支援に取り組む団体です。
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新潟県中越地震からの復興を経験した方に話をきく大切畑の人たち ©JPF

自分の家族分だけでなく、プレゼントするためのもう一家族分のマットレスカバーを作る ©JPF

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
を
離
れ
よ
う
か
と
、
住
民
の

多
く
が
揺
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
2
0
1
6
年

4
月
の
熊
本
地
震
で
26
世
帯
ほ
ぼ
す
べ
て
が
全
壊

す
る
被
害
に
遭
い
、
今
も
仮
設
住
宅
な
ど
に
暮
ら

す
西
原
村
の
大
切
畑（
お
お
ぎ
り
は
た
）地
区
だ
。

祖
先
伝
来
の
暮
ら
し
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、

集
落
の
再
生
を
願
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
大
切
畑
自
治
会
は
2
0
1
7
年
春
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
熊
本
の
復
興
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目

的
に
始
め
た
助
成
事
業「
東
北
、神
戸
、中
越
、海
外

か
ら
熊
本
へ
復
興
経
験
と
知
見
を
つ
な
げ
る
助
成
・

研
修
」に
エ
ン
ト
リ
ー
。
6
月
に
は
東
北
な
ど
で
復

興
経
験
を
持
つ
方
々
か
ら
事
業
計
画
立
案
な
ど
を

熊
本
で
学
ん
だ
。
11
月
上
旬
に
は
、
大
切
畑
地
区

と
同
じ
中
山
間
地
域
で
あ
る
新
潟
県
の
山
古
志
な

ど
を
視
察
し
、
中
越
地
震
を
経
験
し
た
先
人
た
ち

に
集
落
再
生
に
向
け
た
不
安
や
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
。

参
加
者
の
一
人
は
、「
目
標
を
持
っ
て
い
れ
ば
な
ん

と
か
な
る
」と
力
強
く
語
っ
た
。

　

研
修
最
終
日
の
11
月
15
日
、
講
師
の
田
村
太
郎

さ
ん
は
伝
え
た
。「
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
悔
し
さ

を
も
っ
て
復
興
に
臨
ん
で
い
る
。
今
回
で
き
た
つ

な
が
り
を
、こ
れ
か
ら
の
復
興
に
生
か
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
」。

復
興
の
歩
み
と
知
見
を

先
人
に
学
ぶ

熊
本
地
震
被
災
者
支
援
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生
き
る
力
と
な
る
支
援

　

シ
リ
ア
人
道
危
機
発
生
か
ら
７
年
目
。
ヨ
ル
ダ
ン

の
ザ
ー
タ
リ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、４
×
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
も
の
広
大
な
エ
リ
ア
に
、
シ
リ
ア
か
ら
逃
れ
て

き
た
難
民
約
8
万
人
が
生
活
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
J
P
F
が
め
ざ
す
の
は
、
最
も
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
人
々
に
対
し
速
や
か
に
命
を
守

る
た
め
の
支
援
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
難
民
が

尊
厳
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
や
、自
分
た
ち
で
立
ち
上
が
る
力（
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
）を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
。

　

た
と
え
ば
、キ
ャ
ン
プ
内
で
常
に
安
全
な
飲
料
水

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
水
衛
生
環
境
改
善

の
た
め
の
施
設
の
保
守
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
キ
ャ
ン
プ
内
の
飲
料
水
、
排
水
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
住
民
た
ち
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
提
供
し
、
住
民
自
身
が
主
体
と
な
り
運
営
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

生
計
向
上
支
援
で
は
、難
民
の
人
々
に
マ
ッ
ト
レ
ス

カ
バ
ー
の
作
り
方
を
教
え
、
彼
ら
が
自
分
の
家
族
分

だ
け
で
な
く
、
も
う
一
家
族
分
作
る
こ
と
に
よ
り
、

困
っ
て
い
る
近
所
の
住
民
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

自
ら
の
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
自
信
、

支
援
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
誰
か
を
助
け
て
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
喜
び
、
そ
れ
が
彼
ら
の
生
き
る
力

と
な
る
。

イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
人
道
支
援
対
応
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（
J
P
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最
近
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

10パレスチナ・ガザ
　人道支援2014
　2014年8月～

❼モンゴル
　雪害対応2017
　2017年3月～

11アフガニスタン
　帰還難民緊急支援2017
　2017年10月～

12シエラレオネ
　水害被災者支援2017
　2017年8月～

❻イラク・シリア人道危機対応
　2012年11月～
2012年11月からシリアと周辺国（イラク、レバ
ノン、ヨルダン、トルコ）で避難民・難民に対して
教育や医療、食料・物資配布などを通して支援。
▶▶P2

❺南スーダン支援
　2016年～
数年後の姿を見据えて支援事業を計画する複
数年プログラムを展開中。ひ益者の自立も念頭
に置き活動している。

❷熊本地震被災者支援 2016年4月～
熊本の地域力で復興することを後押しするため、人材育成
事業と連携促進事業を実施。 ▶▶P3

❸九州北部豪雨被災者支援2017
　2017年7月～11月
記録的な豪雨により被災した福岡・大分両県で
JPF加盟NGO×JVOAD×企業が連携して支援。

❶東日本大震災被災者支援
　2011年3月～
福島では「社会的弱者の支援」「放射能不安へ
の対応」「地域文化の存続」「地域コミュニティ強
化」「地元主体のネットワーク促進」の５つの課題
に対応する支援を実施し、支援の強化を進めて
います。宮城と岩手では、被災者のニーズを
拾い上げて公的支援につなげる「フードバンク
事業」のほか、支援人材の育成や組織基盤強化
にも力を入れている。

2017年2月15、16日には、JPFはマスコミ倫理懇談会全
国協議会と、災害報道研修会「災害時に何をどう発信する
のか～メディア、NGO、自治体による効果的な災害対応の
ために～」を共催。

❾南アジア
　水害被災者支援2017
　2017年8月～

❽フィリピン南部
　人道支援2017
　2017年6月～11月

13イエメン人道危機対応
　2015年10月～
子どもたちのための緊急学習支援や食
糧配布、栄養・衛生支援などをイエメン
国内で実施。2017年3月22日には、
JPFは「イエメン最新レポート：紛争激化
から2年、イエメン人が語る人道危機」を
開催し、現状やJPFの活動を報告。 ❹ミャンマー避難民人道支援

　2017年10月～
バングラデシュへ避難する人々の中には親を失った
り体調を崩したりした子どもたちもたくさん含まれて
いる。JPFは支援のニーズを見極め、生活に必要な
物資の配付や医療提供、子どものための心理的な
応急処置などを実施する。

2017年1月29日、「福島談話ナイト～今を知
り、明日の自分を描く（仮）」を都内で開催予定。
詳細はJPFウェブサイトにてお知らせします！
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❽
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J
P
F
は
、
世
界
各
地
に
お
け
る
自
然

災
害
に
よ
る
被
災
者
、
紛
争
に
よ
る
難
民

に
対
し
、
迅
速
で
効
果
的
な
緊
急
人
道

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
0

年
発
足
以
来
、
47
の
国
・
地
域
に
お
い
て

総
額
4
5
0
億
円
以
上
、
1,
3
0
0
事

業
以
上
の
人
道
支
援
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

特
長
は
N
G
O
・
経
済
界
・
政
府
の

ほ
か
、
学
識
界
、メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
や
資
源
を
生
か
し
た
連
携
・
協
力
を

実
現
し
て
い
る
こ
と
。
各
得
意
分
野
を
持

つ
47（
2
0
1
7
年
11
月
現
在
）の
加
盟

N
G
O
と
情
報
や
学
び
を
共
有
し
、さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
緊
急
人

道
支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、

と
も
に
被
災
者
や
難
民
の
ニ
ー
ズ
に
根
ざ

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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必要としている人々に必要な支援を迅速
に届けるため、NGOや企業や政府などが
強みを発揮して連携できるよう、日々奮闘
しているJPF事務局スタッフ。「日頃どん
な活動をしているの？」というギモンにお応
えし、スタッフの活動をご紹介します。

　6月22日、アレセイア湘南高等学校２年生の皆
さんが「国際協力で自分たちができること」を学習す
るため、ＪＰＦ東京オフィスを訪問してくださいました。
国内でも海外でも支援経験のある山中は、難しい
ことを高校生にわかりやすく説明しようと大奮闘！ 
いつもとは違った表情を見せていました。また、震
災直後で印象に残っていた風景写真などを紹介し
ながら、福島の現状などもお伝えしました。高校生
からは「避難指示解除についてはニュースで知って
いたが、支援が続いていることは知らなくて驚いた」
などの感想をいただき、JPFも伝えることの大切さ
をあらためて学ばせていただく機会となりました。

　10月20日、福島のネットワーク「いわき～ふたば
ネット」で活動する支援者向けの心のケア研修に
参加しました。福島での被災者支援は７年目に入り、
被災者でもある支援者には疲れが顕著になり、支
援者向けに心のケアが必要との声がありました。
研修ではストレスマネージメント、コミュニケーション
スキルアップなどを実施。「みんなに支えられている
とわかり癒された」などと前向きな声が聞かれました。
「いわき～ふたばネット」の幹事団体である「みんぷく
（みんなが復興の主役）」に、ＪＰＦは継続的に支援
してきており、支援者の皆さんは山中にとっても大切
な仲間です。今回の研修は、ＪＰＦが復興庁から委
託された基盤強化事業の一環で、今後も支援者
サポートにつながる研修を開催していく予定です。

JPF事務局スタッフを
ズームアップ

牛
田
：
P
W
J
は
1
9
9
6
年
設
立
以
来
、

「
必
要
な
人
び
と
に
必
要
な
支
援
を
」を
モ
ッ

ト
ー
に
紛
争
や
災
害
、貧
困
な
ど
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
人
び
と
に
対
し
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
約
10
年
は
海
外
だ
け
で

は
な
く
、
相
次
ぐ
国
内
で
の
自
然
災
害
の
被

災
者
支
援
、
過
疎
地
域
の
再
生
事
業
、
動
物

保
護
事
業
な
ど
、
国
内
の
社
会
課
題
の
解
決

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

船
越
：
プ
ラ
ン
は
も
と
も
と
長
期
の
開
発
支
援

を
行
っ
て
き
た
団
体
で
、総
合
的
な
教
育
、保

健
医
療
、水
衛
生
な
ど
8
つ
の
活
動
分
野
で
、

そ
の
地
域
で
必
要
に
応
じ
て
活
動
を
行
い

ま
す
。
近
年
は
B
e
c
a
u
s
e 

I 

a
m 

a 

G
i
r
l
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
女
の
子
や
女
性
の

置
か
れ
た
状
況
の
改
善
に
注
力
。
緊
急
支
援

に
力
を
入
れ
始
め
た
の
は
2
0
0
4
年
の
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
か
ら
で
す
。

牛
田
：
緊
急
下
で
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

船
越
：
例
え
ば
ウ
ガ
ン
ダ
事
業
で
は
、生
理
用

品
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
支
援

に
お
い
て
は
、
P
W
J
の
迅
速
さ
や
活
動
は
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

牛
田
：
J
P
F
加
盟
の
良
さ
は
、特
に
自
然
災

害
の
緊
急
人
道
支
援
に
お
い
て
は
、国
内
外
問

わ
ず
、助
成
の
申
請
か
ら
承
認
が
下
り
る
ま
で

の
手
続
き
が
早
い
た
め
、迅
速
に
支
援
を
開
始

で
き
ま
す
。
ま
た
初
動
調
査
に
対
し
て
も
助

成
し
て
く
だ
さ
り
、支
援
を
本
格
的
に
開
始
で

き
る
か
否
か
を
現
場
に
実
際
に
赴
い
て
見
極
め

る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。

船
越
：
私
は
来
週
、ウ
ガ
ン
ダ
に
出
張
す
る
の

で
す
が
、現
地
で
も
情
報
交
換
で
き
る
の
は
心

強
い
で
す
ね
。
連
携
も
大
事
。
現
地
で
は
、連

携
し
な
け
れ
ば
支
援
の
重
複
や
漏
れ
な
ど
が

生
じ
、支
援
が
不
公
平
感
を
助
長
し
て
し
ま
う

な
ど
、現
地
社
会
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

牛
田
：
加
盟
N
G
O
と
は
、
情
報
交
換
な
ど

を
行
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）が
プ
ロ
グ

ラ
ム
ご
と
に
あ
り
、ま
た
、
良
い
実
践
に
つ
い
て

の
勉
強
会
な
ど
、
他
の
加
盟
N
G
O
か
ら
学

べ
、こ
の
よ
う
な
様
々
な
交
流
を
通
し
て
気
軽

に
相
談
し
や
す
い
関
係
を
築
け
る
と
こ
ろ
が
い

い
で
す
ね
。
よ
り
詳
し
く
聞
き
た
い
時
は
、
加

盟
N
G
O
の
事
務
所
に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

船
越
：
Ｊ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
の
方
は
、事
業
申
請
書

の
作
成
に
お
い
て
も
N
G
O
の
気
持
ち
に
な
っ

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
あ
り
が
た
い

で
す
。

牛
田
：
緊
急
支
援
で
は
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
こ
と
も
頻
繁
に
起
こ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
方
が

Ｊ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
に
は
い
る
の
で
事
業
実
施
に
お

い
て
も
心
強
く
感
じ
ま
す
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
N
G
O
・

経
済
界
・
政
府
が
共
同
で
設
立
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
仕
組
み
で
す
。
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
経

済
界
と
も
よ
り
接
点
を
持
て
る
よ
う
、Ｊ
Ｐ
Ｆ

に
は
も
っ
と
つ
な
い
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

JPFとともに支援を届ける
企業にお話を伺うコーナー。
今回は、LINE株式会社（以
下、LINE）にインタビュー。
ＪＰＦとL INEは今年3月、
LINEドネーションスタンプ
の販売やLINEポイント交換
による寄付に加え、スマホの
おサイフサービス「L INE  
Pay」など様々なファミリー
サービスを通した寄付を、ＪＰＦ
やＪＰＦと関わりのある４つの
団体に届ける形で連携させ
ていただきました。

PLAN／船越美奈氏（Ph右） プログラム部にて公的資金チームのリーダーとしてＪＰＦ助成事業を担当
ＰＷＪ／牛田眞也子氏（Ph左） 海外事業部中東エリアのサブマネージャー

JPFの大切なパートナーである日本政府。
JPFは2000年設立以降、外務省国際協
力局民間援助連携室（以下、民連室）と連
携しながら海外での人道支援を実施して
います。このコーナーでは民連室の役割
やＪＰＦとの関係をお届けします。

外務省・民連室に
聞きました！

企業に
インタビュー

寄
付
を
通
し
て
人
と
人
の
絆
を
強
め
る

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
L
I
N
E
は
東
日
本
大
震
災
を

機
に
誕
生
し
た
そ
う
で
す
ね
。

L
I
N
E
：
震
災
直
後
、当
社
の
社
員
も

家
族
や
友
人
と
連
絡
が
取
れ
ず
、不
安
な

思
い
を
経
験
し
ま
し
た
。「
こ
う
い
う
時
こ

そ
、大
切
な
人
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」。
そ

ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ「
L
I
N
E
」

は
誕
生
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
今
年
3
月
〜
4
月
、ス
タ
ン
プ

販
売
や
ポ
イ
ン
ト
交
換
な
ど
の
売
り
上
げ

を
Ｊ
Ｐ
Ｆ
東
日
本
大
震
災
支
援
に
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

L
I
N
E
：
L
I
N
E
は
身
近
な
人
と
の

絆
を
強
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
6
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、

〝
寄
付
を
し
た
い
方
〞と〝
寄
付
が
必
要
な

方
〞の
つ
な
が
り
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
っ
た
ん
で
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
Ｊ
Ｐ
Ｆ
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
理

由
は
あ
り
ま
す
か
？

L
I
N
E
：
寄
付
し
た
方
に「
誰
か
を
助

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ

き
た
く
た
め
に
、で
き
る
だ
け
顔
の
見
え
る

支
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
寄
付
で
き
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
現
地
で
活
動
し

て
い
る
支
援
団
体
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ

Ｊ
Ｐ
Ｆ
に
行
き
つ
い
た
ん
で
す
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
は

現
地
の
支
援
団
体
の
実
情
に
詳
し
い
の
で

心
強
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、支
援
現
場
に

は
、被
災
者
、企
業
な
ど
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

セ
ク
タ
ー
、
支
援
団
体
、
行
政
な
ど
と
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
多
様
に
存
在
し
、そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
る
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
橋
渡
し

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
：
今
後
、Ｊ
Ｐ
Ｆ
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

L
I
N
E
：
社
会
貢
献
に
真
摯
に
取
り
組
む

企
業
は
多
い
と
思
い
ま
す
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
そ
う

し
た
企
業
と
企
業
を
つ
な
ぐ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
し
て
、
企
業
に
知
見
を
共
有
し
、
支
援

に
つ
な
ぎ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

民
連
室
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

J
P
F
と
の
連
携

　　

民
連
室
は
、
J
P
F
や
日
本
N
G
O

連
携
無
償
資
金
協
力
を
通
じ
た
資
金
協

力
、N
G
O
の
能
力
強
化
の
た
め
の
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
そ
し
て
N
G
O
と

政
府
と
の
定
期
的
な
対
話
の
場
を
設
け

る
等
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
日
本
の

N
G
O
に
よ
る
顔
の
見
え
る
国
際
協
力

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
国
際
社
会
の
課
題
に
は
、
政
府
だ
け

で
は
と
て
も
対
応
し
き
れ
ず
、
市
民
社

会
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
幅
広

い
連
携
が
重
要
で
す
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
加
盟
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
は
じ
め
と
し
た
J
P
F
は
、
現
場
に
お

け
る
知
見
や
専
門
性
を
生
か
し
た
質
の

高
い
緊
急
人
道
支
援
を
実
現
す
る
上
で
、

外
務
省
に
と
っ
て
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
常
に
緊
密
に
連
携
・
相
談
し
て
い
く

姿
勢
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

 

J
P
F
と
の
普
段
の
関
わ
り

　　

緊
急
人
道
支
援
を
行
う
J
P
F
に
対

し
て
、O
D
A
で
資
金
を
供
与
す
る
立
場

か
ら
、J
P
F
加
盟
N
G
O
の
行
う
個
別

の
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
審
査

か
ら
実
施
、完
了
に
至
る
ま
で
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、緊
急
人
道
支
援
に
対
す
る

方
針
の
決
定
や
Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
運
営
に
つ
い
て

も
、J
P
F
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
委
員
会
へ
の
出
席
等
を
通
じ
て
連

携
し
て
い
ま
す
。

　

 Ｊ
Ｐ
Ｆ
へ
の
期
待

　　

J
P
F
は
設
立
か
ら
17
年
の
間
に
、日

本
の
顔
の
見
え
る
、
現
地
の
被
災
者
や

避
難
民
に
寄
り
添
う
き
め
細
や
か
な
緊
急

人
道
支
援
を
数
多
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、経
済
界
、政
府
等
の
様
々
な
ア
ク

タ
ー
が
強
み
を
持
ち
寄
っ
て
よ
り
良
い
支
援

を
届
け
る
と
の
設
立
の
理
念
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
種
々
の
課
題
に
一
致
団
結
し
て

取
り
組
み
、よ
り
大
き
な
貢
献
を
通
じ
て

国
際
社
会
に
存
在
感
を
示
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

JPFで東日本大震災被災者
支援を担当する地域事業部に
所属。現在は福島に駐在しな
がら、被災地の方々が安心し

て暮らせることをめざして活動中。過去には、NGOで
東ティモールでプライマリ・ヘルスケア拡大事業の
プロジェクト・マネージャーやJICA東ティモール事務
所JICA-NGOデスク立ち上げ事業のコーディネー
ターとしての経験を持ち、JPFではアフガニスタンなど
海外支援事業に携わった経験も持つ。

地域事業部
現地リーダー／福島担当
（東日本大震災被災者支援）

山中 努

ジャパン・プラットフォーム（JPF）は、NGO・経済界・政府が対等なパートナーシップの
もとに連携し、迅速かつ効率的な緊急人道支援を行うためのしくみ（プラットフォーム）です。
NGO・経済界・政府・JPF事務局の活動や素顔をご紹介します。

プラットフォームでともに
支援する人々

7 6

JPF

経済界

政府

NGO

JPFには47のNGOが加盟し、国内外で各得意分野を生かした支援を実施しています。
これまでJPFが加盟NGOとともに届けてきた支援規模は、47の国と地域で1300
事業以上、450億円以上に上ります。加盟NGOのピースウィンズ・ジャパン
（PWJ）の牛田眞也子氏とプラン・インターナショナル（PLAN）の船越美奈氏に
JPFの魅力を聞きました！ （数字は2017年3月末時点）

ＪＰＦ加盟ＮＧО対談
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